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文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー５月の催し物予定
5 月の休館日は、7日（水）・12 日（月）・19 日（月）、26 日（月）です。

開館時間は 9時～ 17 時です（入館は 16 時 30 分まで）。

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　　　　

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第２展示室　■企画展「大昔のくらし～地域の歴史をさぐろう　縄文・弥生・古墳時代」　4/12（土）～ 6/1（日）

　

第 1･2Ｇ ■未生流松阪支部創立 75 周年記念いけばな展　5/5（月）～ 5/6（火）　*10:00 ～ 16:30　* 最終日は 16:00 まで

第 2Ｇ　 ■第 38 回松阪公民館絵画グループ カンバス展　5/11（日）～ 5/18（日）　*9:00 ～ 17:00　* 最終日は 16:00 まで

第 3Ｇ 　■第二回「小さな絵」展　5/14（水）～ 5/18（日）　*9:00 ～ 17:00　* 最終日は 16:00 まで

第 1Ｇ 　■アトリエらぴす絵画教室展　5/14（水）～ 5/18（日）　*9:30 ～ 17:00　* 最終日は 16:00 まで

第 1Ｇ　 ■第 35 回日本画グループ「彩」展　5/20（火）～ 5/25（日）　*9:00 ～ 17:00　* 初日は 12:00 から、最終日は 16:00 まで

第 2Ｇ　 ■書っ歩 mie「であってくれてありがとう」5/20( 火 ) ～ 5/25( 日 )*9:00 ～ 17:00* 初日は 13:00 から、最終日は 16:00 まで

第 3Ｇ　 ■百合絵画教室作品展　5/20（火）～ 5/25（日）　*9:00 ～ 17:00　* 初日は 13:00 から、最終日は 15:00 まで

【発行】松阪市文化財センター　【電話】0598-26-7330　【サイト】http://www.city.matsusaka.mie.jp/

大昔の松阪の
人たちのくらしを
見に来てね♪

【「大昔のくらし～地域の歴史をさぐろう」開催中！】

【五月の風が吹きわたる……】

　おおむかしの人たちはどんなふうに暮らしていたのだろう。

今を生きるわたしたちと同じように五月の風を感じていただ

ろうか。毎日を懸命に生きることで、ようやく命を繋ぐこと

ができたころであったとしても、こころ豊かに生きていたの

ではないか。

　そんなふうにおおむかしの人々の日々の営みやこころのあ

りように思いを馳せてみる。

　はたをひるがえす風はおおむかしも今も同じ。時を越えて、

私たちに心地よい。

　現在「はにわ館」で開催している学習支援展示

「大昔のくらし」は、こどもたちだけでなくおとな

も、おおむかしのこの地域や人々の生活の様子を

想像力を働かせて、イメージできるようにしてい

ます。縄文時代や弥生時代の生活の様子を再現し

たジオラマは、当センターの職員が製作しました。

人々の営みの様子をぜひご覧ください。（所長）

　みなさんが住んでいる松阪市には、「遺跡 ( いせき )」がたくさんあるのをご存知 ( ぞんじ ) で

すか。遺跡とは、集落や道具、お墓など、昔の人びとが遺 ( のこ ) していった跡 ( あと ) のこと

です。遺跡を調べることで、今の松阪市がある地域には、古いところで約１万年も前から人び

とがくらしていたことが分かってきました。「古さ」「年代」の他に、遺跡からはどのようなこ

とが分かるのでしょうか。はにわ館は６月１日（日）まで、松阪市にある縄文時代から古墳時

代までの遺跡を手がかりにして、「住まい」、「食べもの」、「社会のありさま」、「まつり」、「祈り」

などのさまざまな角度から「大昔のくらし」を考える企画展を開催しています。みなさんが住

む松阪市の大昔の姿に、ぜひ会いに来てください。（担当）

第 2Ｇ   ■松阪公民館グループ「墨絵の会展」　5/27（火）～ 6/1（日）　*9:00 ～ 17:00　* 初日は 13:00 から、最終日は 16:00 まで

第 3Ｇ　 ■パッチワークキルトとさき織の作品展　5/29（木）～ 5/31（土）　*9:00 ～ 17:00　* 最終日は 16:00 まで

第 1Ｇ　 ■花の教室 花夢「自然の恵みで紡ぐ押し花作品展」5/28( 水 ) ～ 6/1( 日 )*9:00 ～ 17:00* 最終日は 16:00 まで

【ギャラリー】　入場無料

★今回の展示では、粥見井尻（か

　ゆみいじり）遺跡に復元してあ

　る竪穴住居を再現しています。

< 大昔の人びとの住まい >

　地面を掘（ほ）り窪（くぼ）めて作ったから「竪穴（たてあな）住居」といいます。下の

写真は、左から順に縄文時代・弥生時代・古墳時代の竪穴住居。同じ竪穴住居でも、時代に

よって変化や工夫を見て取ることができます。分かりますか？

< 古墳時代の埴輪（はにわ）>

「私の仕事は何でしょうか？」

手を上げているポーズがヒント。

< 大昔の人びとのお墓 >

　左下が弥生時代、右下が古墳時代のお墓。大きさと形が違います

が、それはなぜでしょうか？


